1. はじめに
クラウドシステムやインタネットと各種のディバイスとの連携と統合が注目されている中，2009年から開始したロボットサービスの立ち上げ支援の成果の一部として，RSiの狙いであるインタネットを活用した多様なロボットとロボットサービスの相互接続を実現するために必要な技術と実装例としてRSiCameraRobotと研究開発サイトを開発した．（動向、背景、問題意識と、概要を５行程度で書く）

2. 応募作品の概要（別の名前でもよい）
　従来から行っているRSi[1]策定のロボットサービス仕様書(RSNP: Robot Service Network Protocol V2.3)[2]とJava/Android™でロボットサービスが開発できるRSNPライブラリの公開に加え，新たにiPhone®, iPad® 2やiPod touch®などモバイル機器向けロボットサービスアプリケーション「RSiCameraRobot」と，研究開発サイト「RSiロボットマップ」を開発した．RSiCameraRobotは，スマートフォンをRSi仕様のロボットカメラとして動作させることで，RSiロボットマップサイトで提供している見守りサービスを大型のサービスロボットと同様に受けることができるものである．これを使うことで，サービスロボットを持たない多くの開発者が容易にロボットサービスを開発したり，これをもとに小型のロボットを試作できる等の特徴がある．これらは国際化対応しており，グローバルな利用も期待できる．（概要を書く）
3. 応募作品の詳細（別の名前でもよい）
3.1 RSiCameraRobot (構造、機能やAPIのリスト、特徴、工夫した点、効果、使い方、利用例、などを記載する)
RSiCameraRobotは，iPhoneをRSi仕様のロボットカメラとして動作させるためのアプリケーションで，産業技術大学院大学ネットワークサービス研究所が開発したものです＜図1＞．スマートフォンの撮影している画像をRSiロボットマップサイトで提供している見守りサービスを用いて，インタネット上のPCからモニターすることができます．本実装は，前述のRSNPライブラリとは独立に開発されたものですが，RSNPライブラリと相互接続ができます．これはRSNPの仕様のオープン性が高いことを示しています．このアプリケーションはiPhoneの他， iPad 2やiPod touchで動作し，AppStore℠からグローバルに無償で入手できる． 

3.2研究開発サイト「RSiロボットマップ 」（別の項目などを説明する）
研究者が様々なアイディアを試みることのできるインタネット上の開発/実行環境サイトで，常時運用されている．サービスとして接続しているロボットの位置を地図上で示すRSiロボットマップ＜図2＞，ロボットカメラの画像をインタネット経由でモニターする見守りサービスが提供されている．このサイトは，国際化されて，英語での表示も可能で，英語圏やアジアからの利用できる．

[image: image1.jpg]



図1 RSiCameraRobotの画面（写真や構成図があるとわかりやすい）
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図2 研究開発サイト「RSiロボットマップ」
3. おわりに
 RSNPの必要な技術開発と実装例として開発したRSiCameraRobotと研究開発サイトについて説明した。今後、Android携帯向けのロボットカメラも提供していきたい.（1-3章で説明した内容を簡単に要約して、今後のことなど、書いてもいい）
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RSiCameraRobotの提案(題名を書く。副題をつけてもいい)


モバイル機器向けロボットサービスアプリと研究開発サイト
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